
6.3　リンクアグリゲーション
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通信は、たいていは双方向です。PC1やPC2からSRV1に何らかのデータを送信す
ると、その返事が返ってきます。SRV1からPC1やPC2へのイーサネットフレームを
考えると、次の図6.3.4のようになります。
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送信元MACアドレスはSRV1で共通なので、
ポート1とポート2にイーサネットフレー
ムを振り分けずに同じポート1で転送する
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図6.3.4　リンクアグリゲーションのリンクの振り分け その2

SRV1からPC1またはPC2宛てのイーサネットフレームの送信元MACアドレスは
当然ながら、SRV1のMACアドレスで共通です。SW1でのリンクの振り分けを送信
元MACアドレスで行っていると、PC1宛てもPC2宛ても結局は同じリンクにイーサ
ネットフレームを転送することになります。1つのリンクだけに集中すると、帯域
幅が足りなくなってしまう可能性があります。この場合、SW2では送信先MACアド
レスや送信先 IPアドレスを基にリンクの振り分けを行うようにすると、リンクの振
り分けを効果的に行うことができるようになります。

先にも述べましたが、リンクアグリゲーションのリンク上でどのようなイーサネ
ットフレームを転送するかをしっかりと考えて、適切なリンクの振り分けができる
ようにすることが重要です。




